
～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　消防団災害対応訓練が田原市消防署で開催され、
消防団員約１００名が参加しました。この訓練は、災
害時に備え、資機材の取り扱いや、災害活動現場で必
要となる知識を習得するために毎年行っています。
団員は、土のうの作製や、資機材の安全で確実な使い
方などについて消防署員から説明を受けました。

　抒情詩「椰
や し
子の実」の一節「名も知ら

ぬ遠き島より流れ寄る椰子の実一つ」の
再現を願って始まった「ヤシの実投流」。
この取り組みに参加するため、5月末に
市民の皆さんと一緒に石垣島を訪問し
ました。
　旧渥美町で始めたこの取り組みも今
年で30回目となり、これまでに4個が黒
潮に乗って1,600km先の渥美半島まで
流れつきました。伊良湖に滞在した柳田
國男が島崎藤村に語ったことで生まれ

た冒頭の一節に想いをはせながら、恋
路ヶ浜への漂着を願って投げ入れまし
た。　
　また、３０回の節目を記念して、中山石
垣市長とヤシを植樹し、両市の交流を祝
いました。黒潮でつながるこの交流を末
永く大切にしていきたいですね。

　歯の健康フェスティバルが田原文化会館
で開催されました。このイベントは、むし歯
や歯周病などの予防を目的に開催されてい
ます。会場では、歯科健診と乳幼児のフッ化
物塗布や歯科なんでも相談など、さまざま
な催しが行われました。来場者は楽しみな
がら歯の健康を考えることができました。

地域の安全
守るために6/7

［水］

黒潮に夢をのせて30回！

▲資機材の適切な取り扱いは災害時の迅速な行動につながります

みんなで考えよう
歯の健康
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［日］

▲「むしバスターズ」の皆さんが演じた劇でむし歯予防を楽しく学びました
（主催：田原市歯科医師会）
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